






























































































































































































議長団の山内理事、海藤理事

閉会の辞（三浦副理事長）

和やかに懇親!

　

神
奈
川
県
板
金
工
業
組

合
第
四
十
七
回
通
常
総
代

会
が
五
月
二
十
六
日
（
月
）

ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ
ン
で

午
後
二
時
よ
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

出
席
者
は
三
十
六
名
、

委
任
状
九
名
で
し
た
。

　

司
会
は
萩
原
理
事
（
保

土
ヶ
谷
支
部
）
が
行
な
い
、

三
浦
副
理
事
長
（
旭
・
瀬

谷
支
部
）
の
開
会

辞
、
本
年
度
組
合

員
物
故
者
に
黙
祷

を
捧
げ
た
後
、
村

田
理
事
長
（
神
奈

川
支
部
）
の
挨
拶

で
総
代
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

深
澤
事
務
局
長

よ
り
来
賓
紹
介
が

あ
り
、
神
奈
川
県

中
小
企
業
団
体
中

央
会
企
画
情
報
部

長
遠
藤
雄
仁
氏
、

神
奈
川
県
技
能
士

会
専
務
理
事
國
峯

伸
之
氏
、
日
新
製

鋼
株
式
会
社
塗
装
・

建
材
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
遠
藤
友
介
氏
、

ケ
イ
ミ
ュ
ー
株
式

会
社
神
奈
川
営
業

所
課
長
石
松
俊
亮

氏
、
神
奈
川
鉄
鋼

二
次
製
品
協
議
会

会
長
宇
井
一
男
氏
、

神
奈
川
県
板
金
工

業
組
合
顧
問
櫻
井

俊
雄
氏
、
相
談
役

早
川
良
夫
氏
、
相
談
役
歌

川
明
氏
、
監
事
志
村
里
勝

氏
、
監
事
菅
野
靖
弘
氏
、

監
事
塩
田
力
氏
ら
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
団
に
山
内
理
事

（
旭
・
瀬
谷
支
部
）
海
藤
理

事
（
港
北
支
部
）
が
選
出

さ
れ
議
事
録
署
名
人
に
舩

木
弥
一
氏
（
大
船
栄
支
部
）

で
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

第
一
号
議
案
、
平
成

二
十
五
年
度
事
業
報
告
を

和
田
副
理
事
長
（
横
須
賀

支
部
）
が
読
み
上
げ
、
第

二
号
議
案
、
平
成
二
十
五

年
度
収
支
決
算
報
告
を
齋

藤
理
事
（
鶴
見
支
部
）
が

報
告
を
行
い
、
監
査
報
告

を
塩
田
監
事
が
行
い
両
議

案
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
い
て
第
三
号
議
案
平

成
二
十
六
年
度
事
業
計
画

（
案
）
を
監
物
副
理
事
長

（
大
和
支
部
）
次
い
て
第
四

号
議
案
平
成
二
十
六
年
度

収
支
予
算
（
案
）
を
𡈽
田

理
事
（
金
沢
支
部
）
が
報

告
を
行
い
第
三
号
、
四
号

議
案
は
原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
五
号
議
案
平
成

二
十
六
年
度
借
入
金
最
高

限
度
額
に
つ
い
て
は
市
川

副
理
事
長
（
厚
木
支
部
）

よ
り
あ
り
五
号
議
案
は
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
表
彰
に
移
り
塩
田

力
氏
が
訓
練
校
校
長
と
し

第第
四
十
七

四
十
七
回回

通

常

総

代

会

通

常

総

代

会
て
の
貢
献
に
た
い
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
来
賓
の
中
央
会
遠

藤
氏
、
鉄
二
協
の
宇
井
会

長
、
ケ
イ
ミ
ュ
ー
の
石
松

氏
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

舩
木
副
理
事
長
（
大
船
栄

支
部
）
の
閉
会
の
辞
で
第

四
十
七
回
通
常
総
代
会
は

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

休
憩
後
、
米
山
理
事

（
茅
ヶ
崎
）
の
司
会
で
懇
親

会
が
始
ま
り
、
来
賓
紹
介

が
あ
り
神
奈
川
県
議
会
議

　

平
成
四
年
四
月
一
日
、

神
奈
川
県
板
金
職
業
訓
練

校
が
開
講
さ
れ
二
十
二
年
、

こ
の
間
、
三
代
目
の
校
長

と
し
て
、
認
定
職
業
訓
練

の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
を
称
え
、
総
代
会
の
席

上
に
お
い
て
村
田
理
事
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

塩
田

力

氏
に
感
謝
状

塩
田

力

氏
に
感
謝
状
！！

員
の
堀
江
則
之
氏
（
顧
問

団
代
表
）、
衆
議
院
議
員
内

閣
官
房
長
官
菅
義
偉
（
秘

書
）
渡
辺
氏
、
衆
議
院
議

員
松
本
純
（
秘
書
）
古
庄

氏
、
衆
議
院
議
員
小
比
木

八
郎
（
秘
書
）
川
崎
氏
、

衆
議
院
議
員
坂
井
学
（
秘

書
）
山
田
氏
、
日
本
鐡
板

株
式
会
社
営
業
グ
ル
ー
プ

岡
部
氏
紹
介
後
、
堀
江
則

之
氏
、
松
本
純
（
秘
書
）

古
庄
氏
よ
り
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
櫻
井
顧
問
の
乾
杯

の
音
頭
で
懇
親
会
が
始
ま

り
途
中
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で

盛
り
上
が
り
三
浦
副
理
事

長
の
中
締
で
懇
親
会
は
、

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

（1）　　第92号 平成 26年 7月 1日
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全板千葉大会参加者

星野氏　別府氏　功労章おめでとうございます

村田理事長（左）と監物副理事長（右）

全板大会　宴会　　海藤氏（左）佐久間氏（中）高橋氏（右） 全板大会　宴会場

　

平
成
二
十
六
年
五
月

十
五
日
、
千
葉
県
千
葉
市

の
「
幕
張
メ
ッ
セ
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
の
参
加
者

は
、
四
千
七
十
名
、（
本
県

百
六
十
八
名
）
他
大
勢
の

来
賓
、
出
展
企
業
者
を
迎

え
、
午
前
九
時
、
板
金
ハ

サ
ミ
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
、
式
典
は
午
前
一
〇
時
、

定
刻
通
り
開
会
し
ま
し
た
。

　

開
会
の
辞
、
国
歌
斉
唱
、

物
故
者
の
黙
祷
後
、
壇
上

の
来
賓
紹
介
、
各
組
合
理

事
長
紹
介
に
合
わ
せ
参
加

者
が
起
立
し
、「
オ
ウ
‼
」

と
い
う
掛
け
声
で
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
開
催
県
の
千

葉
県
磯
野
理
事
長
が
歓
迎

の
あ
い
さ
つ
、
石
本
惣
治

大
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
後
、

石
破
茂
衆
議
院
議
員
、
熊

谷
俊
人
千
葉
市
長
等
の
来

賓
祝
辞
後
、
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
感
謝
状
は
じ
め
功

労
章
、
健
康
家
庭
表
彰
等

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
も
終
盤
と
な
り
、

大
会
宣
言
採
択
、
次
期
開

催
県
の
大
分
県
板
金
工
業

組
合
理
事
長
の
あ
い
さ
つ

後
、
万
歳
三
唱
を
も
っ
て

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
六
十
六
回

全
国
建
築
板
金
業
者

千
葉
大
会

第
六
十
六
回

全
国
建
築
板
金
業
者

千
葉
大
会

第
六
十
六
回

全
国
建
築
板
金
業
者

千
葉
大
会

第
六
十
六
回

全
国
建
築
板
金
業
者

千
葉
大
会

第
六
十
六
回

全
国
建
築
板
金
業
者

千
葉
大
会

第
六
十
六
回

全
国
建
築
板
金
業
者

千
葉
大
会

　

平
成
二
十
六
年
五
月

二
十
七
日
（
火
）
群
馬
県

渋
川
市
伊
香
保
温
泉
ホ
テ

ル
天
坊
に
て
、
東
京
都
、

新
潟
県
、
長
野
県
、
千
葉

県
、
神
奈
川
県
、
茨
城
県
、

埼
玉
県
、
栃
木
県
、
山
梨

県
、
群
馬
県
、
一
都
九
県

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
板
は
、
村
田

理
事
長
、
監
物
副
理
事
長
、

舩
木
副
理
事
長
、
和
田
副

理
事
長
が
出
席
し
、
平
成

二
十
六
年
度
関
東
甲
信
越

板
金
工
業
組
合
協
議
会
が
、

午
前
十
一
時
よ
り
第
一
回

常
任
理
事
会
が
、
山
田
会

長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
全

板
連
、
日
板
協
に
つ
い
て
、

基
幹
技
能
者
新
規
ト
レ
ー

ナ
ー
推
薦
に
つ
い
て
、
神

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

第
四
十
六
回

第
四
十
六
回

通
常
総
代
会

通
常
総
代
会

奈
川
県
板
は
石
本
氏
が
推

薦
さ
れ
ま
し
た
。
経
営
委

員
会
に
つ
い
て
、
関
東
甲

信
越
ブ
ロ
ッ
ク
第
四
十
六

回
通
常
総
会
に
つ
い
て
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
は
午
後
二
時

三
十
分
か
ら
開
催
さ
れ
、

開
会
の
挨
拶
が
長
野
県
板

太
田
理
事
長
で
始
ま
り
、

来
賓
紹
介
で
は
全
板
連
石

本
理
事
長
、
全
板
国
保
飯

野
専
務
理
事
、
日
板
協
浅

沼
専
務
理
事
が
紹
介
さ
れ

た
。
議
事
録
署
名
人
に
神

奈
川
県
板
監
物
副
理
事
長
、

東
京
都
板
森
田
副
理
事
長

が
推
薦
さ
れ
第
一
号
議
案

か
ら
六
号
議
案
ま
で
行
な

わ
れ
、
第
四
号
議
案
平
成

二
十
六
年
度
予
算
（
案
）

は
神
奈
川
県
板
村
田
理
事

長
で
し
た
。

　

議
事
終
了
後
感
謝
状
贈

呈
、
来
賓
挨
拶
は
全
板
連
、

石
本
理
事
長
、
全
板
国
保
、

飯
野
専
務
理
事
の
挨
拶
が

有
り
、
万
歳
三
唱
で
午
後

四
時
三
十
分
通
常
総
会
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
が
午
後
六
時
か

ら
始
ま
り
、
山
田
会
長
の

挨
拶
、
来
賓
挨
拶
に
日
板

協
浅
沼
専
務
理
事
、
関
ブ

ロ
宮
澤
相
談
役
で
乾
杯
に
。

茨
城
県
板
花
田
理
事
長
で

歓
談
に
入
り
宴
会
も
盛
り

上
が
り
、
午
後
八
時
三
十

分
に
、
新
潟
県
板
、
伊
平

理
事
長
の
中
締
め
、
閉
会

の
挨
拶
で
終
了
と
な
り
ま

し
た
。

第92号　　（2）平成 26年 7月 1日




















































































































多彩な鏨を巧みに扱うベテラン飾り師

1.8 尺　唐破風屋根仕様 広報委員会メンバー

よしいくぞ　気合は十分! 活発に意見を交わす

　

平
成
二
十
六
年
三
月

二
十
五
日
（
火
）、
一
七
時

三
〇
分
よ
り
、
か
な
が
わ

労
働
プ
ラ
ザ
会
議
室
に
お

い
て
、
第
三
回
目
の
意
見

交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

神
奈
川
鉄
鋼
二
次
製
品

協
議
会
（
略
称
：
鉄
二
協
）

か
ら
は
、
新
会
長
に
就
任

し
た
宇
井
一
男
氏
は
じ
め

副
会
長
（
佐
藤
氏
、
星
崎

氏
）、
事
務
局
の
足
立
氏
、

県
板
か
ら
は
、
村
田
隆
男

理
事
長
、
執
行
部
役
員
、

理
事
等
八
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

冒
頭
、
村
田
理
事
長
か

ら
「
経
済
状
況
は
好
転
し

て
い
る
と
は
い
え
、
板
金

業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
、
特

に
施
工
材
料
等
の
購
入
は

メ
ー
カ
ー
等
の
制
約
も
あ

り
苦
慮
す
る
こ
と
も
、
こ

の
機
会
に
有
意
義
な
意
見

交
換
を
し
た
い
」
と
挨
拶

さ
れ
、
自
己
紹
介
後
、
業

界
の
現
状
、
課
題
、
今
後

の
対
応
等
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

特
に
、
材
料
価
格
の
高

騰
、
調
達
の
困
難
さ
、
職

人
不
足
、
さ
ら
に
は
、
高

齢
で
後
継
者
が
な
く
廃
業

せ
ざ
る
を
え
な
い
な
ど
多

く
の
課
題
が
あ
り
解
決
に

向
け
て
は
、
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
変
化
へ
の
対
応

に
つ
い
て
も
、
関
係
機
関
に

強
く
要
望
し
て
い
く
こ
と

も
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
、
意
見
交
換
会
を

通
じ
て
、
常
に
新
し
い
情

報
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
、

今
後
と
も
継
続
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
後
、
会
議
室

に
隣
接
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン

「
味
彩
」
に
お
い
て
、
懇
親

会
を
行
い
引
き
続
き
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、

多
岐
に
わ
た
り
意
見
を
出

し
合
い
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

四
月
十
五
日
、
沼
津
Ｇ

Ｃ
に
お
い
て
開
催
、
十
二

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

暖
か
で
、
風
も
な
く
絶

好
の
ゴ
ル
フ
日
和
、
今
回

か
ら
、
競
技
方
法
を
、
新

ペ
リ
ア
方
式
か
ら
、
各
自

の
ハ
ン
デ
を
あ
ら
か
じ
め

定
め
、「
ハ
ン
デ
戦
」
と
し

て
行
い
ま
し
た
。

　

設
定
ハ
ン
デ
に
、
ア
マ

い
？
キ
ツ
す
ぎ
？
な
ど

様
々
な
意
見
が
出
る
中
、

全
員
納
得
の
も
と
に
プ

レ
ー
開
始
、
気
合
の
入
り

過
ぎ
か
、
林
の
中
、
チ
ョ

ロ
、
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
な

ど
優
勝
を
目
指
し
互
い
に

健
闘
を
！

　

新
ペ
り
ア
方
式
で
は
、

上
位
入
賞
は
常
連
選
手
に

な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、

ハ
ン
デ
戦
に
よ
る
成
績
は

果
た
し
て
？

優　

勝　

歌
川
喜
久
雄

 

（
グ
ロ
ス
85
）

準
優
賞　

西
澤
美
と
り

三　

位　

深
澤
光
雄

Ｄ
Ｃ
賞　
（
星
野
・
監
物
忠
）

Ｎ
Ｐ
賞　
（
舩
木
・
歌
川
）
他

　

毎
回
、
和
気
合
合
い
で
楽
し

い
一
日
で
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
方
、

次
回
の
コ
ン
ペ
に
是
非
参
加
く

だ
さ
い
。

第
八
回初

の
ハ
ン
デ
戦
に
よ
る
成
績
は
!!  

鉄
二
協
と
の
意
見
交
換
会

鉄
二
協
と
の
意
見
交
換
会

鉄
二
協
と
の
意
見
交
換
会

鉄
二
協
と
の
意
見
交
換
会

鉄
二
協
と
の
意
見
交
換
会

鉄
二
協
と
の
意
見
交
換
会

県
板
有
志
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

県
板
有
志
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

県
板
有
志
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

六
月
三
日
（
火
）
県
板

六
月
の
理
事
会
の
午
前
中

に
県
外
で
は
あ
り
ま
す
が

千
葉
県
市
川
市
行
徳
に
あ

り
ま
す
、
神
輿
製
作
販
売

会
社
中
台
製
作
所
に
私
共

の
商
売
に
、
多
少
関
係
の

あ
る
飾
り
金
物
の
製
作
工

程
の
作
業
を
見
学
に
行
っ

て
来
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
社
長
の
中

台
洋
様
の
案
内
で
、
キ
ャ

リ
ア
三
十
年
の
ベ
テ
ラ
ン

飾
り
師
の
作
業
を
説
明
を

受
け
な
が
ら
見
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
〇
・
七
ミ
リ
の
真

鍮
板
で
神
輿
の
鳥
居
に
取

り
付
け
る
、
細
か
い
部
品

を
多
彩
な
鏨
を
巧
み
に
扱

い
同
じ
柄
を
何
枚
も
刻
ん

で
い
ま
し
た
。
作
業
中
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
私
共

の
質
問
に
も
手
を
止
め
て

丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ
き
、

普
段
は
あ
ま
り
見
せ
る
こ

と
の
な
い
、
約
二
千
本
の

手
作
り
の
鏨
な
ど
様
々
な

道
具
な
ど
も
み
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
神
輿
本
体

を
作
る
木
地
師
や
神
輿
の

屋
根
や
台
座
に
漆
を
塗
る
、

塗
師
の
作
業
も
見
学
で
き

ま
し
た
。

　

中
台
製
作
所
の
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 事

業

所

訪

問

事

業

所

訪

問

神
輿
製
作
販
売
会
社　
　

神
輿
製
作
販
売
会
社　
　

中
台
製
作
所

中
台
製
作
所

（3）　　第92号 平成 26年 7月 1日







































































































幹事のみなさん　お疲れ様でした
　

一
般
社
団
法
人
全
国
労

働
保
険
事
務
組
合
連
合
会
、

平
成
二
十
六
年
度
優
良
委

託
事
業
主
表
彰
と
し
て
、

県
板
か
ら
三
浦
貞
夫
氏
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
、
平
成

二
十
六
年
五
月
二
十
三
日

（
金
）、
ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー

デ
ン
に
お
い
て
、
多
く
の

関
係
者
出
席
の
中
で
と
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

資材のご注文は鉄二協会員金物店に!!
現場で資材を不足をした場合、鉄二協の材料店マップ（地図掲載）を活用し、

お近くのお店をご利用ください。

会 社 名 代 表 者 所 在 地 T E L F A X

（有）近 藤 商 店 宮 崎 英 雄 横浜市戸塚区前田町74 045-822-1121 045-822-1745

（株）志 水 商 店 志 水 勝 哉 川崎市中原区木月4-1-10 044-411-3151 044-433-1567

（株）鈴 鹿 商 店 鈴 鹿 聰 平 横浜市南区宮元町2-26 045-741-4114 045-731-2841

（株）鈴木英夫商店 鈴 木 英 治 横浜市鶴見区下末吉1-2-15 045-581-0521 045-581-0523

（株）髙　　　　木 高 木 瞬 次 横浜市神奈川区平川町22-6 045-481-3725 045-481-3625

（有）髙木琴次商店 古 家 恒 雄 横浜市南区永田東2-1-23 045-711-1122 045-711-1105

（株）中　　　　島 中 島 政 雄 横浜市栄区鍛冶ヶ谷2-42-20 045-894-2222 045-894-2224

やねやね社サカイ 酒 井 寿 弘 横浜市南区西中町2-28 045-241-3331 045-241-3688

長 谷 川 金 物（株） 佐 藤 直 司 鎌倉市小袋谷2-15-13 0467-46-3191 0467-47-4539

浜 口 金 物 店 浜 口　 昭 横須賀市坂本町1-32 046-825-3338 046-826-0852

（有）丸 八 商 店 林　 弘 喜 横須賀市追浜町1-35 046-865-3578 046-865-2048

相 武 興 業（株） 磯 崎 嘉 徳 相模原市富士見1-6-4 042-752-2341 042-755-4814

（名）平 野 屋 平 本 勝 哉 町田市原町田5-7-21 042-722-2057 042-725-4913

（株）富　　　　士 宇 井 一 男 大和市深見西6-3-5 046-264-3441 046-263-0635

（株）丸 子 商 事 齊 藤　 彰 横浜市瀬谷区竹村町3-33 045-306-0591 045-306-0593

（株）中 村 商 会 中 村 善 成 厚木市妻田西3-1-22 046-224-0457 046-224-0434

安 斎 商 店 安 斎 庸 康 厚木市中依知82 046-245-2312 046-245-6663

（有）内 田 商 店 内 田 一 男 茅ケ崎市出口町6-27 0467-86-3823 0467-86-1149

（株）江 成 商 店 江 成　 孝 平塚市東真土1-7-11 0463-55-1913 0463-55-1703

（有）直　　　　屋 山村久美子 平塚市寺田縄129-1 0463-59-0225 0463-59-2450

（株）三　　　　矢 足 立 亘 正 平塚市御殿1-2-36 0463-31-0627 0463-34-6133

（株）鈴木英夫商店 鈴 木 洋 一 小田原市飯泉69 0465-48-0955 0465-48-0957

（株）星崎仲吉商店 星 崎 信 幸 小田原市扇町2-27-21 0465-34-2718 0465-35-6854

横
浜
市
連

横
浜
市
連

「
新
年
研
修
会
」

「
新
年
研
修
会
」

　

平
成
二
十
六
年
二
月

十
六
日
（
日
）
〜
十
七
日

（
月
）、
伊
東
温
泉
、
ホ
テ

ル
「
ラ
ヴ
ィ
川
良
」
に
お

い
て
、
横
浜
市
板
金
組
合

連
合
会
の
新
年
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
二
時
よ
り
、
通
常

の
理
事
会
が
始
ま
り
十
六

時
に
終
了
。

　

そ
の
後
、
三
浦
会
長
か

ら
、
漢
字
の
「
馬
」
を
逆

さ
ま
に
描
い
た
「
左
馬
」

と
い
う
縁
起
の
良
い
文
字

と
い
う
こ
と
で
、
先
客
万

来
や
商
売
繁
盛
の
意
味
が

あ
り
そ
う
で
す
。

　

十
八
時
よ
り
、
宴
会
場

で
懇
親
会
に
移
り
海
の
幸
・

酒
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

翌
日
、
朝
食
後
自
由
解

散
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
県
板
新
聞
の
作

成
に
当
り
執
行
部
の
皆
様

及
び
各
委
員
会
・
各
支
部
の

皆
様
に
多
大
な
る
ご
協
力
を

頂
い
た
こ
と
を
こ
の
場
を
借

り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

よ
り
良
い
広
報
誌
作
り

に
心
掛
け
て
い
こ
う
と
お

も
い
ま
す
。

執
行
部
広
報
担
当

 

舩
木
家
國

広
報
委
員
長

 

高
橋　

良

広

報

委

員

 

市
川　

満

 

鶴
岡　

孝

 

高
橋
克
彦

 

監
物
庄
二

編
集
後
記

編
集
後
記

第
六
十
七
回

第
六
十
七
回

全
国
建
築
板
金
業
者

大
分
大
会
に
参
加
し
よ
う

全
国
建
築
板
金
業
者

大
分
大
会
に
参
加
し
よ
う

優
良
事
業
主
表
彰

伊
勢
原
支
部 

関
野　

隆

秦
隆
ル
ー
フ

Ｈ
26
年
４
月
加
入

訃　

報

神
奈
川
支
部

㈲
高
畑
工
業

　

髙
畑
幸
治

（
享
年
六
十
六
歳
）

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

「大分大会」「大分大会」
開催日程決まる!開催日程決まる!

第67回全国建築板金業者第67回全国建築板金業者

○期　日：平成27年 5月 20日（水）～ 21（木）
○会　場：前夜祭（20日）・・・別府湾ロイヤルホテル
　　　　　本大会（21日）・・・ビーコンプラザ
　　　　　（詳細については、理事会等で随時、検討し決定、連絡します。）

新
規
新
規

加
入
者

加
入
者

紹
介
紹
介

第92号　　（4）平成 26年 7月 1日


